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＜連絡事項＞
・医療機能評価が、7月27、28日にあります。その際、病棟ケアプロセス調査というのがあります。内容は、受け持ち看護者へ個別に、看護計画、支援内容、他職種との連携状態等を聞くとの事です。担当者はカルテ整備とあわせて、患者様の状況把握をきちんとしておくようにとの事です。

・業務マニュアル、手順書の期日が過ぎ、SGMより各自にメールがいっていますので、指

示に準じて行ってください。

・処方、処置板の記入漏れ、記載ミス、指示もらい忘れのないように行いましょう。

また、ダブルチェックの徹底も周知していきましょう。　　　　　

・夜間入院あった際のリネンは、診察室真ん中の部屋に置いてあります。また、LTセット1日分セットも置いてあります。使用時は手順に従って処理してください。

＜患者様連絡事項＞

・赤坂　耕作様～本日14時、療養環境変更目的にて南Dユニットへ移動となる。

・木村　敬様～食事変更で、納豆禁。臨時薬同内容で９日分処方となる。

・川村　喜一様～6月27日　14時　「こはる日和」より訪問調査予定あり。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。午前･午後2時間の開放観察実施している。開放観察中、易怒性･興奮なく引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前･午後開放観察実施している。Ｂユニットに向い投げキスをしたり、手を振る行為みられている。引き続き、精神状態の観察を行い、トラブル無いように注意していく。

・澤村　彬様～時間隔離中。ホール内徘徊し、奇声を発し、他者への付きまといあり。他患者様からの苦情も聞かれており、スタッフ介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・猪石　和宏様～本日１0時身体拘束解除となり、終日隔離となる。興奮やドア蹴りはないが医師への不満を訴えている。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるように看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・原　美穂様～眠剤開始後、夜間良眠。血圧高値みられ、自覚症状なし。精神症状の観察とあわせ身体症状管理も行っていきましょう。

・袴田　将志様～朝・夕体重測定中。3～4kg増加しており飲水行動を止められないでいる。

　　　　　　　体重測定を行うとともに飲水行動へ助言・指導していく。

・百澤　豊子様～朝食は不機嫌でエプリッチは拒否され、昼食には不機嫌さ改善され食全量摂取されむせ込みなし。バイタルサイン異常なし。

・池野　功一様～14時体温37.7℃あり。経管栄養のラインを弄り抜こうとするため引き続き、経管栄養中のトラブルないように注意していく。

・田嶋　松男様～バイタルサイン異常なく、夜間の睡眠もとれている。対応穏やかである。明日南病棟へ転入予定である。

・丹波　清様～昨日市民病院受診予定であったが、娘と意見の食い違いがあり。急遽、受診キャンセルとなる。妄想発言みられ落ち着かない。見守り、介入要している。

・小田　恵一郎様～食事を隠す行為見られる。また、ゴミ箱漁りもあるため、不潔行為に　　　

ついて援助、指導していきましょう。

＜伊藤Dr診察情報＞

・丹波　清様～21日の受診目的での外出時の不満を話し、27日の受診も拒否する発言あり、リスペリドン（0.5）1Ｔ　就床前薬７日分処方となる。言動観察していきましょう。また、南病棟への散歩の許可が出ています。（スタッフ付き添い不要。）本人希望時対応していきましょう。

・澤口　利香様～本人希望で、毎食パン食普通盛りとなる。胃痛訴え、セルベックス3T　　　　　　　　

3×毎食後　7日分処方となる。主治医より、スタッフは同じ対応をするように指示あり。

＜土井Dr診察情報＞

・藤井　孝蔵様～左内踵部壊死部あり、軟膏変更ゲーベンクリームとなる。

＜入院患者様情報＞
　病棟病室：東病棟Aユニット15号室

　氏　　名：泉山　和弘様

　生年月日：昭和20年12月6日71歳

　性　　別：男性

　病　　名：認知機能の低下、幻覚、アルコール依存症

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr

　入院に至る経過：

　　現在、妻と長男家族と生活している。退職前はタクシー運転手をしており、夜勤明け後飲酒し就寝するという生活が習慣化されていた様子。定年退職後、自宅で生活することが増え、自分で運　転し近場の銭湯へ行き、帰宅後は飲酒する生活を送っているとのこと。2ヶ月ほど前より幻視「子供が見える」の症状があり、久し　ぶりに生協診療所を受診。精査のため平和病院にて頭部ＭＲI施行し、脳萎縮を指摘され、専門医療機関の受診を勧められ当センターへ受診相談に至る。現在も飲酒は継続している様子。今回、精査含め家族、本人も症状改善、入院含め治療希望され、平成29年　6月22日12：20当院初診し、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
アルコールプログラムに関しては、諸検査施行後に結果をみて検討するとの事。

本日は、離脱症状ないため点滴の指示はなし。今後、離脱症状も含め観察していきましょう。

買い物カード･･･なし

洗濯･･･家族

担当者･･･水野NS、西村NS　　　　　　　　　　　　　　　　　
